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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

フォノンエンジニアリングの学理構築、Ray phononics 分野の創成、熱フォノニクス分野の開拓(薄膜

ナノ構造を用いた指向性熱流発生や固体集熱の実証など)、熱フォノン平均自由測定法の確立、など伝

熱工学において新しい学問分野を開拓し、世界トップレベルの研究成果を数多く生み出している。 

科学技術イノベーション面においても、シリコン薄膜材料にナノ構造を形成することで、ZT の飛躍的

な増強に成功した。このフォノニックナノ構造薄膜を用いて、現時点で世界最高性能をもつ実用的な平

面型シリコン熱電変換デバイスを実証した。また、熱電環境発電による電力で取得したセンシングデー

タをクラウドに記録するシステムを構築し、将来の IoT 用電源の実装例として企業と協力して保守点検

が必要なインフラ管理システムのフィールドテストを行うなど、ステップアップによってさきがけ研究

がさらに大きく飛躍し、基礎研究と企業共同の実用化研究を両立させて効果的に研究を進めた。「学問

のあるところに技術は育つ」の好事例である。また、本領域の CREST さきがけ参加メンバーを糾合して

応用物理学会においてフォノンエンジニアリング研究会を立ち上げ、国内の伝熱工学の研究に多大な貢

献をした。 

 

 

 

 

 

 

  

A＋  非常に優れている 


